
（
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
係
る
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
係
る
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
六
の
三

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い

て
第
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等
が
行
う
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
で
あ
つ
て
、
令

和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る
認
定
訓
練

助
成
事
業
費
補
助
金
の
交
付
に
係
る
同
条
の
規
定
の
令
和
二
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
二

分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、同
条
第
二
号
中「
施

設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
り
著
し
い
被

害
を
受
け
た
施
設
又
は
設
備
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
」
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
三

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い

て
第
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等
が
行
う
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
で
あ
つ
て
、
令

和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る
認
定
訓
練

助
成
事
業
費
補
助
金
の
交
付
に
係
る
同
条
の
規
定
の
令
和
元
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
二

分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、同
条
第
二
号
中「
施

設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
り
著
し
い
被

害
を
受
け
た
施
設
又
は
設
備
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
」
と
す
る
。

第
十
七
条
の
七
の
二

法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
は
、
第
百
二
十
九
条
に
規
定
す
る
も
の
の

ほ
か
、
令
和
四
年
度
ま
で
の
間
、
三
十
五
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て
い
な
い
者
に
対

し
て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
よ
る
就
職
を
図
る
た
め
、
教
育
訓
練
、
実
習
等
を
行
う
事
業
主
、
事

業
主
団
体
等
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
八

福
島
県
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
百
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ

中
「
百
分
の

三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）」と
あ
る
の
は
「
三
分
の
一
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
イ

中
「
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）」と
あ
る
の
は
「
四
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百
円
）」と
、

同
号
ハ

中
「
百
分
の
三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
））」

と
あ
る
の
は
「
三
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円

（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六

十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
四
百
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百
円
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
百
六
十
五
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百
四
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
六
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
円
）」

と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
対
象
被
保
険
者
に
特
定
分
野
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
及
び
中
高
年

雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
特
定
中
高
年
雇
用
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
十
七
条
の
八

福
島
県
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
百
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ

中
「
百

分
の
三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）」と
あ
る
の
は「
三
分
の
一（
中

小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
イ

中
「
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）」と
あ
る
の
は
「
四
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、八
百
円
）」と
、

同
号
ハ

中
「
百
分
の
三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
））」

と
あ
る
の
は
「
三
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円

（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六

十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
四
百
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百
円
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
百
六
十
五
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百
四
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
六
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
円
）」

と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
対
象
被
保
険
者
に
特
定
分
野
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
及
び
中
高
年

雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
特
定
中
高
年
雇
用
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
若
年
・
女
性
建
設
労
働
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
等
）

（
若
年
・
女
性
建
設
労
働
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
等
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

２

建
設
分
野
雇
用
管
理
制
度
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
に
対
し
て
、
第

二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

建
設
分
野
雇
用
管
理
制
度
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
中
小
建
設
事
業
主
に
対
し
て
、
第

二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
雇
用
す
る
建
設
労
働
者
に
係
る
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
関
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中

小
建
設
事
業
主

一

そ
の
雇
用
す
る
建
設
労
働
者
に
係
る
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
関
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中

小
建
設
事
業
主

イ

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省

令
第
十
四
号
）
第
十
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
を
修
了
し
た
者
又
は

能
力
、
経
験
等
に
応
じ
た
処
遇
を
受
け
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
も
の
の
う
ち
、
同
号
に
規
定
す
る
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
を
修
了
し
た
者
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
と

イ

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省

令
第
十
四
号
）
第
十
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
を
修
了
し
た
者
（
以

下
「
登
録
基
幹
技
能
者
」
と
い
う
。）に
係
る
賃
金
に
つ
い
て
、
一
定
の
額
以
上
の
額
を
増
額
す
る
等
の
措

置
を
講
じ
た
中
小
建
設
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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